
授業科目：理科教育演習Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ 

担当教官：渡邉重義・隅田 学 

科目区分：専門教育科目 

受講生数：15名 

タイトル：国際社会に対応した教育研究人材の育成を目指した演習 

理科教育講座・隅田 学 

 

１. 本授業の目的と構成 

本授業は，それぞれ２回生，３回生，４回生

を対象としたものであり，理科教育研究，教材

研究，授業研究などに関する知見と実践力を高

めることを目標にしている。到達目標としては，

次の３点が挙げられている。 

① 理科教育の理論や実践報告に関する研究

報告を読解し，その要旨をまとめること

ができる。 

② 特定の教材を用いて教材研究を行い，そ

の成果を発表することができる。 

③ 卒業研究として理科教育研究を行うため

の基本的な知識・技能を習得する。 

「理科教育法Ⅰ」「理科教育法Ⅱ」「理科教育

実践研究Ⅰ」「理科教育実践研究Ⅱ」で学んだ

内容を実践的に発展させながら，理科教育研究

の動向についても学ぶことができる。 

 

２. 本授業の構成 

本稿執筆者担当授業は全 7 回で構成されてい

る。最初の２回の授業で，才能ある児童生徒

（gifted and talented children）の個性や能

力を伸長する科学教育の世界的研究動向及び，

授業担当者による現在進行中の最新の研究成

果が紹介された。 

続いて，米国ウィリアム＆メアリー大学才能

児教育研究センターが開発して公表されたば

かりの幼年児向け科学教育カリキュラム

（Project Clarion, 2007）シリーズが紹介さ

れ，グループに分かれて，目を通し，各グルー

プで１授業時間分の教師用指導書を日本語訳

し（図１），その特徴や日本の関連単元授業と

の違いを考察し，最後に模擬授業形式で発表会

を行った（図２）。 

 

図１ 学生が和訳・作成した授業計画（一部） 

 

全ての模擬授業では，受講生が実際に教材や

ワークシートを用意して全員に配布し，他のグ

ループが模擬授業を行う際には，残りのグルー

プが児童役となった（図３）。単に米国の科学

教育カリキュラムを和訳して紹介するだけで

なく，学生なりに日本の文脈に翻案して，資料

が作成されていた。 

 



 
図２ 教材を自作・準備して模擬授業を行う学生 

 

図３ 模擬授業中に子ども役として作業をする学生 

 

３. 本稿執筆者の授業担当部分の特徴と受講生

の声 

本稿執筆者の担当授業の特徴として，①本授

業の内容が，世界的に最先端のものであること，

②授業資料が，全て英語であること，③異学年

の学生による実践的なグループ作業が中心で

あることが挙げられる。 

 本授業内容について，上述のような特徴を学

生に説明した後，本授業の感想を無記名・記述

形式で調査し，最終授業終了後に回収した。そ

の概要を以下に示す。 

（日米の理科授業の特徴に関する感想） 

・ 外国の授業に触れる機会はあまりないので良

い経験になったと思う。 

・ 外国の最新の授業案を知ることができて楽し

かった。 

・ 日本以外での理科の勉強方法がよく分かりと

ても面白かったです。日本の授業の良い所，

米国の授業のよい所が実際に授業をすること

で良くわかりました。 

・ 米国では日本と比べて同じ内容でも習う年代

がすごく早いのに，なぜ日本の子と学力が大

差ないのか疑問に思いました。 

（グループ活動や，各班で別の内容の模擬授業

をしたことに関する感想） 

・ 先輩方にも助けられ，なんとか模擬授業も終

わったのでよかったです。 

・ 先輩たちとの関わりがあっていい。 

・ 一人で分からないこともグループで考えれば

糸口が見えてくる。 

・ 各班とも，良く教材等を準備して理解させる

ための工夫をすることができていたと思う。 

・ 最後にそれぞれの班が発表を行うことで，他

の班の調べた授業についても知ることができ，

自分の班のものと比較することができた。 

・ ４つのグループのみであったが，それぞれよ

く考えられていたので非常に興味深かった。 

（英語の資料を使用したことに関する感想） 

・ 英文からの考察のため，文と文から内容をに

つめていくことに「考える」力を鍛えること

にもつながると思った。 

・ 英語を訳すのは，それほど難しくはなかった

んですが，科学の専門的な用語が少しわかり

にくかったです。 

・ 英語の資料は，学生に十分な英語能力が身に

ついていないので，そこに時間がかかってし

まい，授業の中心内容に力がまわらない。 

・ 英語は苦手だ。 

・ 英訳に関しては正直けっこう苦労しました。 

・ 個人的には英語が得意ではないので，日本語

訳してあるものをたくさん読みたかったです。 

 

４. 本稿執筆者による授業に対する自己評価 

 本授業で，科学才能教育に関する世界的な研

究動向を紹介し，最新の関連資料を実践的に利

用したことは，理科教育研究，教材研究，授業

研究などに関する知見と実践力を高めるとい

う本授業目標に適ったものであった。 

異学年でグループを構成し，グループで話し

合って，それぞれが別の単元内容の模擬授業を

行ったことは，発表時に様々な種類の内容を知

ることができるばかりでなく，一緒に作業をす

る中で，それぞれの受講生にとって得るものが

多かったようである。 

英語の資料を用いる際に留意すべき今後の

課題として，受講生間で語学力に予想以上の差

があることがわかった。 


